
献血推進調査会 設置要綱

1.目 的
安 全 な血 液製斉1の 安 定 供給 の確保等 に関す る法律 (昭 和 31年 法律 第
160号 )に お いて、血 液製剤 の安 定供給 が求 め られ てい る。
その ため には 、将 来 にわ た って安 定 的 に献血 者 を確 保 す る ことが必

要 不可 欠 で あ る こ とか ら、献血 推進 方 策 に係 る諸事 項 を調 査 ・審 議す

る ことを 目的 と して 、薬 事 分科 会規 程 第 4条 に基 づ き、血 液事 業部会
の 下 に 「献血 推進 調査 会 」 を設置す る。

2.調査会の審議事項
(1)献血推進に関する中長期目標の設定及びその達成状況の評価
(2)普及啓発活動に関する検討及び効果の検証
(3)「献血推進計画」案の策定

(4)その他、献血推進に関する事項

3.調査会の組織
(1)調査会の委員は、部会の委員、臨時委員及び専 F見委員の中から分科会長が
指名する 15名程度の委員をもって構成 し、互選により座長を 1名選出する。
(2)調査審議にあたっては、議題の内容等に応 じて、部会長の判断により他の
委員または参考人に出席を求めることができる。

(3)調査会における審議結果については、必要に応 じ血液事業部会へ報告する
こととする。

4.調査会のスケジュール
年 2回程度の開催とする。

5.事務局
調査会の事務は、医薬食品局血液対策課が行 う。

6 その他
この要綱に定めるもののほか、調査会の運営に関して重要な事項は座長が定める。



献血推進調査会委員名簿
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薬事・食品衛生審議会

平成 22年度第 1回血液事業部会献血推進調査会
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わガ国の将来人間と献血可鼈入闇の推篠
出生率中位(死亡率中位)の場合

グラフ内の数1「:は、201()年と顔)50年における
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鰤写国の年代別献血可能入園の推移
出生率中位(死亡率中位)の場合
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供給予測数と原料血漿確保目標量の

シミュレ軽ション

輸血用血液製剤の供給予測数 (換算本数)【左軸】

分画製剤用原料血漿の確保目標量の予測 (リットル)
(万単位)
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東京都福祉保健局がまとめた2007年輸血状況調査結果によると、輸血用血液製剤の約85%が50歳以上の患
者に使用されている。これに将来推計人口を用いて将来の輸血用血液製剤の供給予測数を算出すると、2027年
に輸血用血液製剤の供給量のビークを迎えるというシミュレーションになる。

血漿分画製剤用原料血漿については、毎年100万リットルの確保量に設定し計算している。但し、血漿分画製剤

の国内自給100%を達成するためには、その確保目標量は、約150万リットル必要になると推計される。この増加
する50万リットル分を確保するためには、約111万 人 (血漿成分献血者1人当り450mLと して計算する場合)の献

血者を上乗せする必要がある。

※ 当シミュレーションにおいては、全血採血由来の血漿製剤の単位数を含めていない。



必要献血灘隆べ人数鼈

シミュレー・ション (X)
出生率中位 (死亡率中位)の場合
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東京都福祉保健局がまとめた2007年輸血状況調査結果と、将来推計人口を用いて将来の輸血用血液製
剤の供給予測数を算出し、供給に必要な献血者数を算出すると、2027年には約549万人必要となるシミュ
レーションになる。

また、2009年の献血率 (=献血者延べ人数/献血可能人口)5,9%を今後も維持すると仮定し、将来推計
人口より、仮想の献血者延べ人数を算出すると、2027年には、約101万人不足するというシミュレーションに
なる。



過去10年間に鰺ける年代撼械献血率蜀推移
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必要献血者睡べ人数の

骰貪量レーな爾ン (Ⅸ )
※ 2009年の年代別献血率 (=献血者延べ人数/年代別人口)
16歳～19歳 :6,0%20代 :7.9%30代 :7.7%40代 :7.7%50代 :4.9%

|   ~

必要献山L者延べ人数

献晰1)“ 5,9%(2()09年実績)で 111移 した場合の献山1者延べ人数
各年代献mL率 (2()0911実 績※)で 1lF移 した場合の献1lL考延べ人数

出生率中位(死亡率中位)の場合
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東京都福祉保健局がまとめた2007年輪血状況調査結果と、将来推計人口を用いて将来の輸血用血液製
剤の供給予測数を算出し、供給に必要な献血者延べ人数を算出すると、2027年には約549万人必要とな
るシミュレーションになる。(グラフ4参照)
また、2009年の年代別献血率 (=年代別献血者延べ人数/年代別人口)を今後も維持すると仮定し、将
来推計人口より、仮想の献血者延べ人数を算出すると、2027年は、約440万人になると推計され、約109万
人の献血者延べ人数が不足するというシミュレーションになる。
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2009年の年代別献血率を今後も維持すると仮定した場合において、

不足する献血者延べ人数を全体 (献血可能年齢鸞)で確保する
場合における各年代別の必要献血率のシミュレーシ壼ン
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2027年には、全体の献血率を72ヽ まヽで

引き上げる必要があるという推計になる。
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東京都福祉保健局がまとめた輸血状況調査結果と、将来推計人口を用いて将来の輸血用血液製剤の供

給予測数を算出し、供給に必要な献血者延べ人数を算出すると、2027年には約549万人必要となるシミュ

レーションになる。(グラフ4参照)
また、2009年の年代別献血率 (三年代別献血者延べ人数/年代別人口)を今後も維持すると仮定し、将来
推計人口より、仮想の献血者延べ人数を練出すると、2027年は、約440万人になると推計され、約109万人
の献血者延べ人数が不足するというシミュレーションになる。(グラフ6参照)
この不足した献血者延べ人数を、2009年の献血者数年代別構成比を用いて、各年代に不足する献血者延
べ人数を按分し上乗せすると、2027年には、全体の献血率を7.2%まで引き上げる必要があるというシミュ

レーションになる。
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齢θ簿 〇年代別献血率を今後も維持すると仮定した場合において、
不鷺ず轟献血者延べ人数を若年層 (19代…20代)のみで確保す悉
彎議でンにおける必要な着年層献血率のシミュレ9‐・ション
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16-19歳の目標献血率

2009年の16-19歳の献血率

‐20代の目標献血率

… 2009年の20代の献血率
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2027年には、16-19歳の献血率を13()ヽ、20代の献血率を119'ぃまで
引き上げる必要があるという推計になる。
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東京都福祉保健局がまとめた輸血状況調査結果と、将来推計人口を用いて将来の輸血用血液製剤の供
給予測数を算出し、供給に必要な献血者延べ人数を算出すると、2027年には約549万人必要となるシミュ
レーションになる。(グラフ4参照)
また、2009年の年代別献血率 (=年代別献血者延べ人数/年代別人口)を今後も維持すると仮定し、将
来推計人口より、仮想の献血者延べ人数を算出すると、2027年は、約440万人になると推計され、約109
万人の献血者延べ人数が不足するというシミュレーションになる。(グラフ6参照)
この不足した献血者延べ人数を、16歳から19歳と20代の将来推計人日の比率で接分し不足する献血者

数を上乗せすると、2027年には、16歳から19歳の献血率を13.0%、 20代の献血率を14・ 9%まで引き上げ
る必要があるというシミュレーションになる。
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献血推進に係る新たな中期目標の設定について

厚 生 労 働 省

医薬食品局血液対策課

1.背景
平成 17年度から実施 した「献血構造改革」の終了を踏まえ、献血推進に係る新た

な中期目標を設定する必要がある。

2.『献血構造改革」の結果

項 目 目標 H17年度 H21年度

若年層の献血者数の増加
10代、20代 を献血者全体

の 40%まで上昇させる
33.4% 26.8%

安定的な集団献血の確保
集団献血等に協力する企

業を倍増させる
24.220社 43,193社

複数回献血の増加
複数回献血者を献血者全

体の 35%まで上昇させる
27.5% 31_3%

3.新たな中期目標設定に係る検討事項
① 項目について

, 「献血構造改革」の 3項 目を継続するか否か。
ル 新たな項目を含めるか否か。

② 目標値について

, 「献血構造改革」の 3項 目を継続する場合、目標値を踏襲するか否か。
レ 人口減少を目標値に反映させるか否か。
, 10代、20代の目標値を別に設定するか否か。

③ 期間について

/ 5カ 年程度の目標でよいか否か。

④ その他

″ 名称について
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